
  ① 職員会議資料をPDFでデジタル化
会議資料を校内サーバーにPDFの形でアップロードし、それを見ながら職員会議を行うよ
うになった。紙の資料が必要な職員については自身で印刷をすることになっている。
教務主任の印刷にかかる時間を大幅に削減し、会議資料の締め切り日も会議の前日程度ま
で伸ばすことができ、より校務に余裕をもって取り組むことができるようになった。

●PDFにすることで会議中に複数人が開いても
不具合が起きない

  ② 児童の欠席連絡をMicrosoft Formsで一元管理
保護者にFormsのＱＲコードを配付し、保護者のスマートフォンから欠席連絡を送信して
もらう形に環境を整えた。保護者の入力内容はエクセルに自動入力され、一元管理を行う
ことで、担任、管理職、養護教諭で欠席児童の情報共有を常に行うことができるようにな
り、校務が効率化された。

●プルダウンによる選択式を主として、保護者
の負担にならないように気をつけて作成

課題① 職員会議資料を印刷、配付の後、職員会議を実施する。 ●ブラウザ版のExcelからフォームを作ることで、
主に印刷は教務主任が印刷、綴じ込みを担当していた。 回答内容を自動でまとめることができる。
印刷、綴じ込みの都合上、会議資料の作成の締め切りが早いこと、教務主任の負担が大きい
こと等が課題である。

  ③ アンケートの電子化
課題② 児童の欠席連絡についての電話連絡 学校全体でアンケートを行う場合は電子化を行った。電子化を行うことで集計をする必要

毎朝児童の欠席連絡の電話を職員室にいる教員がとっていた。朝は教員にとっては忙しい時 がなくなり、担任や教頭の負担が大幅に軽減した。
間でもあるため負担が大きく、課題である。

●集計は自動で行えるため、アンケート結果を
課題③ 校内、市内のアンケートの実施 すぐに活用できる。

校内や市内でアンケートを実施するとき、アンケート用紙を配付し行っていた。児童向けの
アンケートの場合は担任、教員向けのアンケートの場合は教頭が集計を担当しており、集計
作業にも時間がかかり、負担が大きくなっている。
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DXする題材 職員会議、児童の欠席連絡、アンケートの電子化
・Microsoft Teams
・Microsoft Forms
・校内サーバー ＤＸのねらい 校務に関わる時間を短縮し、教材研究の時間確保や働き方改革に活かしていく。

ＩＣＴを活用することで できること
 今まで時間をかけてやってきたことをICTを活用することで同じ水準かそれ以上にし、かつ時間を短縮していくことを目指して
いく。

ＤＸ前（ＩＣＴを使っていなかった頃は・・・）

授業者から（成果・課題・留意点）
 ＩＣＴを活用することで今まで時間をかけざるをえなかった作業を時間をかけずに行えるようになったことでその他の校務、教材研究等に時間を充てることがで
きた。加えて保護者へＩＣＴの輪を広げていくことで保護者への負担も軽減していくことができた。その他にも配布の手紙の電子化や、連絡帳を保護者のスマート
フォンから確認できるなどが実現できると、学校と保護者との連携の面でもＩＣＴを活用していけると考える。
 課題としてはＩＣＴの得意不得意が教員間で大きく、学校の情報化の足かせとなる事である。来年度この課題を解決するためにただ情報を周知するのではなく、
「全員で一緒にやる」という雰囲気作りのため、週に1度15分で終わる実践型のミニ研修を取り入れたいと考えている。そういった研修を通してＩＣＴを活用でき
る人を増やすことで学校全体で情報化を進めていきたい。
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